
2 问八一システム

今回、新規採用のX入-システムのみ記載。

継続車の3¢：-システムは、既刊の新型車解説書.整 

備解説書を参照下さい。（ただし、セレクトモニタカートリ

ッジはNA- と共用の498345900を使用する。）

2- 1 準備品......................................................... 2—2

2 — 2 システム概要........................................... 2-3
〔1〕システム全体図......................................... 2—3

(2]システム構成表......................................... 2— 4

〔3〕入出力図..................................................... 2—5

〔4〕入出力電圧値............................................. 2 ―石

〔5〕フヱイルセーフ機能.................................. 2-5

2 — 3 トラブルシューティングの実施............. 2-9

國トラブルシューティングのステップ....... 2-9

〔1〕基本点検................................................. 2 — 20

〔2〕エンジンが始動しない場合の点検…… 2-13
1日(：リ電源系統点検...................... 2 — 14

2 点火システム点検.......................... 2-18

3 フューエルポンプ回路点検..........  2-22

4 インジヱクタ回路点検.................. 2 — 26

〔 3〕 〇闩日〇に日~6丨问日ランプカ《，吾灯

しない場合の点検.................................. 2-30

〔4〕異常の有無表示..................................... 2 - 32

国 チェックモード........................................ 2 — 32
國トラブルコードー覧.................................. 2-32

〔5〕自己診断................................................. 2 - 33

國セレクトモニタを使用しない場合..........  2-33
国セレクトモニタを使用した場合.............. 2-36

〔6〕トラブルコードに基づく点検.............. 2-38
コード21 水温センサ系......................... 2-40

コード2 3 圧カセンサ系........................ 2 — 42

コード2 4 13¢バルブ系...................... 2 - 44

コード2 6 吸気温センサ系..................... 2 — 46

コード31 スロットルセンサ系.............. 2-48

コード3 2 02センサ系......................... 2-50

コード3 3 車速センサ系......................... 2-52

コード5 2クラッチ信号系

([〇ソ丁のみ）...................... 2-56

コード5 4 吸気系...................................... 2-58

コード6 2電気負荷信号系...................... 2 — 50

コード6 3 ヒータブロア信号系.............. 2-64

〔7〕セレクトモニタによる点検...................... 2 — 56

画機能概要................................................. 2 — 66
国ドモード..................................................... 2 - 67

ド00 年式 （丫EA闩）........................ 2 — 68

「01 バッテリ電圧〔V日）................ 2-68

「0 2車速信号（ソ3？) .......................... 2-69

ド0 3 エンジン回転数（已阳ソ）.........  2-69

「0 4水温信号（丁西）.............................. 2-70

「06 スロットル開度（丁！"!V〉 ............. 2 - 70
ド0 7 点火時期（八0ソ3) ........................ 2-71

「0 8 インジェクタ噴射幅（丁旧）.........  2-71

「09丨バルブデューティ（130)… 2- 11

「10 02センサ信号（02) .................. 2-72

ド11 02センサ信号N13 X ―N1！ II

(02⑺3父一阳1门）.............. 2-73

「13 空燃比補正量（八し叫八）............. 2 - 73
「14 吸入管圧力（い八问丨.卩）................. 2-74

「16吸気温信号（丁八）.......................... 2 - 74

国ド八モード................................................. 2-75

「八〇 スイッチ1(3^1)................. 2-76

「八1 スイッチ2 (3\^2) .................. 2 - 77

「八2 スイッチ3 (3^3) .................. 2-78

「八3 スイッチ4 (3\^4) .................. 2-79

「八4 スイッチ5 (3\^5) .................. 2-80

国基準値外の時の不具合症状.................... 2 -

国ド日&ド〇モード...................................... 2-82

〔8〕不具合現象に基づく点検........................ 2 — 53

[9]クリアメモリの手順.................................. 2 — 85

2-1



2-1 準 備品
%

3 丁

①

②

スバルセレクトモニタ

キット49830 7200

スバルセレクトモニタ用

カートリッジ498345900

£011入出力信号や制御データをモ 

二夕し、不具合系統の診断を行う。

サ—干ット 丁スタ 
(アナログタイプ）

サーキットテスタ 
(デジタルタイプ）

テストリード線 
ワニロクリップ 各電圧、回路抵抗測定

オシロスコープ系が—ブ
各信号波形観測

計器

燃圧計 燃料圧力測定用

バキュームゲージ（負圧計) IXマニホールド負圧測定用

夕ーミナル圧着べソチ コネクタ端子の修理

工具

聴診器（サウンドスコープ) インジェクタ作動音点検用

クリップコード（このようなコードを自製しておくと、点検時に便利)

その他
点検時の回路ショートや電源供給 

時に使用。
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〔1〕システム全体図

システム概要

问八一システム全体図
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シスァ厶概要 シスァ厶構成表

〔2〕システム構成表

凶

分

構成部品

燃

噴
射

機能 1

点 ァ 
火イ 
時 ド 
期ル 
制回 
御転 

数 
制 
御

フ
ユ

1
エ
ノレ
ポ
ン
プ
制

エ
ア

御

自
己
診
断
制
御

ラ

エ
1

夕
フ
ア
ン
制
御御

入

力

信

ン
サ

へ、、/ビ5、ノコ0卩'入7 -

乙〇 へッドランプの点灯（口ービーム）を検知する0 〇 〇
ヽノ广フノノ 〇ソ乂

N1 へッドランプの点灯(ハイビーム）を検知する。 〇 〇

リヤデフォッガ リヤデフォッガの作動を検知する。 〇 〇

エアコン信号 エアコン3界の作動を検知する。 〇 〇

クラッチ信号氓(:V  丁車のみ） 電磁クラッチが結合伏態になったことを検知 
する。 〇 〇

ヒータブロア3… ヒータブロアの作動を検知する。 〇 〇 〇

スロットルセンサ スロットルのバルブ開度を検出する。 〇 〇 〇 〇 〇

車速センサ〔リード3冒〕 車両速度を検出する。 〇 〇 〇 〇 〇

ディストリビュータ クランク角
センサ クランク角を検出する0 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇2センサ 排気ガス中の酸素濃度を検出する0 〇 〇

水温センサ 冷却水温を検出する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吸気温センサ シリンダに吸入される空気温度を検出する。 〇 〇 〇

圧カセンサ 吸入管圧力を検出する。 〇 〇 〇 〇

テストモードコネクタ 0チェックモードへの切換を検知する。 〇 〇 〇 〇 〇

リードメモリコネクタ リードメモリモードへの切換を検知する。 〇 〇

電動パヮスァ用圮01； パワステの作動を検知する。 〇

八83用E^\] 八83の作動を検知する。 〇 〇 〇 〇

制御部 用 各種入力に応じ、それぞれの制御に対し演算し ^ 

出力する。 ^ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

出

インジニクタ#1、#3 #1、#3気筒への燃料噴射を行う。 〇

インジェクタ#2、#4 #2、井4気筒への燃料噴射を行う。 〇
力
信
号

ア
ク
チ
ユ
エ

)
夕

フューエルホンフリレー フューエルポンプの作動を制御する0 〇

130バルブ アイドリング回転数を制御する。 〇 〇

イグナイタ 点火タイミングを制御する。 〇

コンプレッサリレー エアコンのコンプレッサを作動させる。 〇

チェックエンジンランプ エンジンの異常を警告、及びトラブルコードの 
表示を行う。 〇

ラジエータファンリレー ラジエータファンの作動を制御する。 〇



システム概要——入出力図

エアコン3… 八/〇リレー(1)

車速センサ 車速センサ信号 08

〇:センサ信号

獄ク角
クランク角センサ信号

58

㊉ ^
；6 6

クラッチ信号（巳(：VI車)

5 8

丫し

パワステ信号 ¢5 丫

八巳3信号 ブレ7キ3以
〇— 〇丫

吸気温センサ信号 乳

水温センサ信号
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圧カセンサ
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E¢V丁 車 冗V丁/[^丁識別8 斧

センサ系アース
8(3

1？
1〔
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15

〔3〕入出力図

问八 一1円システム入出力図
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卩デフォッガ3^ 
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闩デフォッガ信号 8し

ヒータブロア信号 8^

0-
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40 4厶

闩8 セレクトモニタ送信

〇丫
(3し

9

し丫
エアコンコンブレッサ出力

し8 フューエルポンプ出力

33
46

！ =3
-0 〇-

(3巳 777-
ラジファン出力 ， 一000 ^

！

)

32

0 13〇信号㊉
^I3¢バルブ

0 丫 130信号㊀

丫闩
点火出力

闩丫

5ソ電源

イグナイタ

圧カセンサ、 
スロットルセンサ

I

①〇リ側端子配列）

巳し パワー系アース
匕し ハ1 ノー米/ —ス 1
巳 制御系アース 了

巳 制御系アース I

8 V 点火系アース I

15？
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システム概要——入出力電圧値

〔4〕入出力電圧値

只18

(11)

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23

48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

1 |
11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 -

電圧測定端子
――^

コネクタ

N0.
点検系統

電 丨土 | 値
備考

端子
N0. 線色 ぬ挪〇細/〇停止） アイドリング

1 — (空）

2 尺 E^^]電源 入力 12ゾ

3 ¥0 圧カセンサ 入力 約4,4ン 約1，8ン

4 观 水温センサ 入力 20。。: 3ゾ、80 〇0 : 0,8ゾ

5 — (空）

6 只 スロットルセンサ 入力 スロ ットル全閉時：IV以下、全開時： 3.5〜45ソ —

7 02センサ 入力 約〇別 〇〜1V(フイードバック中）
——

8 38 クランク角センサシールド 入力 〇ゾ

9 クランク角センサ（一） 入力 〇ゾ

10 クランク角センサ（十） 入力 〇ソ 電磁ピックアップ波形 丑/⑵回転で13パルス

只16

11 制御系アース 出力 〇ソ 1
12 观 バックアップ電源 入力 12ゾ

13 只 丑〇11電源 入力 12乂
-…-

14 5 V電源 出力 5，1乂
圧カセンサ、ス〇ッ 

トルセンサの電源

15 センサ系アース 出力 〇乂

16 テストモードコネクタ 入力 テストモードコネクタ接続時： 〇ゾ、分離時： 5ゾ

17 リードメモリコネクタ 入力 リ--ドメモリコネクタ接続時： 〇ソ、分離時： 5ソ

18 82 〇2センサシールド 入力 〇从
................. .... ...............

19 丑尺 セレクトモニタ受信 入力

20 尺8 セレクトモニタ送信 出力 ―1こ二」
21 3 メインリレーアース 入力 〇乂

一一

22 3 制御系アース 出力 〇乂



システム概要一一入出力電圧値

@明函函纽现函固团固固函函 ㈤田爾涵田㈤泡01现問防]田同

26極 1 22極

(11)

⑩

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23
48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

1 1
11 10 0 0 7 >1 0 0 1II 1リ 〇 1 0 0 0 し 1

22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

—
1已/エ測疋乂而丁

点検系統
竜 过:値

備考蹵子 線色 10 3^〇1^1び/0停止） -フ ノ 1、、11、ノ メ，、、
N0. アイトリノク

23 ^ 1 へッドライト3界(N1)| 入力 ハイビーム時：1ゾ以下、〇ドド時：12ソ |

24 即1 へ、ソドライト3\^ (乙〇) 1 入力 ロービーム時：IV以下、〇卩卩時：12ゾ |，一-一 'ノ 1 ノ 1 1 、ジ V V 、ユー^リノ / \ノノ

1 25 クラッチ彳言号 入力 5从 Xレンジ： 5ソ 1
0レンジ：IV以下 |

玨〇ゾ丁車のみ |
— — —

26 - (空） — —
27 紙| 吸気温センサ 1 入力 20 〇0 : 2,9ソ、40 〇0 : 2.07 1

-
28 6

ぢ(:〃丁/⑽識別 |
入力 ^ : 5ゾ、迟〇乂丁 ： 〇乂

同
03 車速センサ | 入力

1
30 0^ ハワスア信-ヲ 人力 IV以下/"じゾ（〇1^/0？？)

31 信号 入力 12ゾ（〇卩卩） 八83作動時IV以下1ょ上丄I Iみ』”、』丄V |

32 仰 点火信号 出力 12ゾ(〇ドド） IV以下/12ソ㈣/^) パルス信号

130バルブ（十） 出力 〇ゾ IV以下/12ソ㈣/〇卩尸) パルス信号 I
34 |

パワー系アース 出力| 〇ゾ

35 〇丫 インジェクタ#1、#3 出力 12从((^) IV以下/127課廣卩) パルス幅（〇…丨寺問)|
丁1二1.4〜2.81113 |

36 リヤデフォッガ3… 入力 リヤデフォッガ〇1^時：12ゾ、〇卩卩時：〇ソ —-…
37 - 点火系アース 柳 〇ン I
38 | - (空） ！ 画
39 ヒータブロア3… 入力 ヒータブロア〇1^時：IV以下、〇卩ド時：12ゾ

1 40
し ェァコン信号 入力- エアコン3界時：12ゾ、〇卩ド時：IV以下 八/〇無し車： 〇ソ

似 - (空）

42 フューエルホンフ 出力

1 10 3界〇X後1秒間
:IV以下（〇⑺

10 3^01^後1秒以後 
:12ン（〇卩孖）

IV以下

！

43 1チェックエンジンランプ
出力

|IV以下（〇奶 12ン（〇卩卩）
1 44 |㈤ 1ラジェータファンリレー 出力 |ラジェータファン時： 〇从、〇卩卩〇寺：12ゾ

—
45

卜
八/0コンプレッサーリレー 出力

1八/〇 3冒〇1^ :12从 八/〇 3界〇:IV以下
〇卩卩：12ン

46 130バルブ（一） 出力 レ 約0 V .................
1パワー系アース 出力 |⑽

1 48 ^L 1インジェクタ#2、#4
出力 12ゾ(〇卩幵) IV 以下/12乂(0心0？？) 1パルス幅（〇1^時問)

| 丁レ1.4〜2.81115

尺18



システム概要------フIイルセーフ機能

〔5〕フIイルセーフ機能

トラブル
コード 診断項 フ 工 ルセ フ制御内容

21 水温センサ系

130を固定制御とする。
エアコンを常時カットする。

代用値を用いて制御する。
ラジェータファンを常時にする0

23 圧カセンサ系
130を固定制御とする。 
代用値を用いて制御する。

24 130バルブ系

26 吸気温センサ系 代用値を用いて制御する 〇

31 スロットルセンサ系
180を固定制御とする。 
代用値を用いて制御する。

32 〇2センサ系 翁- オープンループ制御をする。（〇2フイードバック補正を行わない)

33 車速センサ系
130を固定制御とする。 
代用値を用いて制御する

52 クラッナ信号糸

54 吸気系 エンジン回転数2000113111で燃料カットする

62 電気負荷信号系

63 ヒータブロア信号系



トラブルシューティングの実施

トラブルシューティングのステップ

不具合車両入庫
)

し問 診）

1 1
1 基本点検 ？10

エンジンが始動する
N0

[丫巳3 2 エンジンが始動しなしヽ場合の点検 N3

にチIックエンジンランプか0 
点灯している

N0

丫已3

4 〇チIック実施 34,36 ―I

1 -トラブルなし

5 パ'ックアップメモリ内のトラブソレ 
コード読出し

？
35,37

1『トラブルなし

7 スバルセレクトモニタによる点検 吒6

異常なし
1

8 不具合現象に基づく点検 ド83

1

4 0チIック実施 34,36

1 \トラブルなし

9 クリアメモリ ？85

トラブルあり

トラブルあり

ハーネス、コネクタ、端子の接触状態点検、 
及び修理

異常あり

トラブルあり



チェックエンジンランプ

(1) テストモードコネクタ、リードメモリコネクタが共に分離さ 

れていることを確認する。

(2) 10 5^〇1^、エンジン停止の伏態で、チヱックエンジンラン 

プが点灯することを確認する。

(3) 上記の条件で点灯しない場合は

チェックエンジンランプが点灯しなしヽ場合の点検 ド30

を行う。

チェックエンジンランプの作動確認

トラブルシューティングの実施——基本点検

〔1〕基本点検
エンジンが始動する、しないにかかわらず行う基本点検

------- 電源の点検--------------------------------------------------

⑴バッテリの電圧と比重測定

基準値
バッテリ電圧 12ソ

比 重 1.260以上

(2)ヒューズ、ヒュージブルリンク、ワイヤリングハーネス、

コネクタの接続状態およびアース伏態点検

各キャップ類の点検

(1) フューエルキャップが確実に閉まっていること。

(2) オイルフィラキャップが確実に閉まっていること。

(3) オイルレベルゲージが確実に差込まれていること。
(4) クーラントのリザーバタンクのキャップが確実に閉ま 

っていること。
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基本点検

エンジンが始動する場合にのみ行う基本点検

点火時期の点検，調整

(1) エンジンを始動し、充分に暖機を行う。

(2) テストモードコネクタを結合し、リードメモリコネクタを

分離させる。

(3) タイミングライトでクランクプーリ部を照らし、点火時期 
が基準値にあることを確認する。

基準値 870010° …69)

⑷点火時期が基準値を外れている場合には、ディストリビ 
ュータのロックボルトを弛め、本体を回転させることによ 

って調整する。

810010°

#1、#4ピストン 
上死点位置

クランクプーリ

アイドリング回転数の点検

注意

アイドリング回転数の点検は、ェンジンを充分に暖機し、点火時期の点検.調整を行った後に行う。 
鲁ヘッドランプ、ラジェータファン、リヤデフォッガ等の電気負荷のない伏態で行う。

くタコメータを用いる場合〉

(1) テストモードコネクタ、リードメモリコネクタ共に分離 

した状態であることを確認する。

(2) タコメータをセットし、アイドリング回転数が基準値に 

あることを確認する。

胃基準値]800 ±50「〇171

⑷アイドリング回転数が基準値を外れている場合には、トラブル 

コードに基づく点検の吸気系、水温センサ系を実施する。

(9極黄)

くセレクトモニタを用いる場合〉

(1) セレクトモニタをセットする。

(1—2トラブルシューティングの進め方〔1〕基本作業を参照）

(2) テストモードコネクタ、リードメモリコネクタ共に分離した状態であることを確認する。

(3) セレクトモニタのファンクションコード[155]をモニタし、130のパーセンテージが基準値にあることを確 

認する。

基準値^ ‘ 8±5% ’

⑷130のパーセンテージが基準値を外れている場合には、トラブルコードに基づく点検の吸気系、水温センサ 

系を実施する。
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基本点検

くセレクトモニタを用いる場合〉くバキュームゲージを用いる場合〉

(1) ェンジンを充分に暖機運転する。（ラジェータフ 

ァンが2度回って停止した伏態）
(2) エンジン上部のインテークマニホールドコレク 

夕に取付けられている圧カセンサ用ホースとコ 

レクタ間に丁字ニップルを接続し、もう一方にバ 

キュームゲージをセットする。

(3) アイドリング状態(無負荷）で吸入管負圧を読み

取る0

注意 エアコン、ヘッドランプ、リアデフォッカ 

ラジェータファン等すべて〇卩卩のこと。

基準値 
(ゲージ圧)

V丁 一370〜一490(11111N9
〔⑺丁 一350 470咖N9

燃料圧力の点検

(1) 燃料圧力を除去する。
① フューエルポンプのハーネスコネクタを分離する。

② エンジンを始動させる。

③ エンジンがエンストするまで放置する。

④ エンスト後、さらにスタータを約5秒間クランキングして 

から10 3界〇ド卩にする。

(2) 燃料圧力計を取付けて燃料圧力を測定する。
エルホース間に燃料圧① フューエル フィルタ〜フユ-

力計を接続す る。

② フューエルポンプのハーネスコネクタを接続する。

③ 3界にした時の燃料圧力を測定する。

④エンジンを始動させ暖機を行った後にアイドリング状態 

で燃料圧力を測定する。

注意

燃料圧力の測定終了後は再び圧力を除去してから燃料圧力計を 
取外し、ホース、コネクタ類を接続する。

アイドルバキュー厶の点検

ぐ注記〉
，アイドルバキュームが基準値を外れている場合には、エンジン本体の機械的な摩耗、故障等が考えられるの 

で整備解説書 “2-2エンジン点検調整”を参照のこと。

エンジンを充分に暖機運転する0 (前項と同じ）
セレクトモニタをセットする。

テストモードコネクタ、リードメモリコネクタ 

共、分離されていることを確認する。
セレクトモニタのファンクシヨンコード卩14を

モニタし、ァイドリング伏態（無負荷）で吸入管 

圧力を読み取る。
9 エアコン、ヘッドランプ、リアデフォッガ、 

ラジエータファン等すべて〇ドドのこと。

基準値 "丁 270〜390咖N9
(絶対圧） 290〜410咖N9
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トラブルシューティングの実施——エンジンが始動しない場合の点検

〔2〕エンジンが始動しない場合の点検
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エンジンが始動しない場合の点検 £01)電源系統点検

2-1日(:リ電源系統点検

メインリレー

已〇じ

メインリレーアース 
バックアップ電源 
E^L]電源 
£01]電源 

センサ系アース 
制御系アース 
制御系アース

パワー系アース 
パワー系アース 
点火系アース

21
12
2
13
15
11
22

80
巳
已

34
47
37

巳し
8し
8 丫

<32)

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23
48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

^で

日關已〇じ

間

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

8ッ

15八

15八
14

9

已〇

10 3\^

30八

60八

巳 ―各センサへ

8し

#フローチャートに従い右頁以降の要領で点検する。

1 メインリレー作動音 
確認

0^

3 已〇リ電源回路点検 -

1) 01¢

4 圧(:リアース回路点検 -

\ 01¢

点火システム点検 。⑺
(2-2) 匕…

N0
2

メインリレーの電源、 
及びアース回路のハー 
ネス、コネクタ点検

N6

ハーネス、コネクタ修理、 
又は交換

N0 巳〇リ電源回路のハーネス、 
コネクタ修理、又は交換

N0 リアース回路のハーネス、 
コネクタ修理、又は交換
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エンジンが始動しない場合の点検 一一£013電源系統点検

1.メインリレー作動 
音確認

10 3界の01^/0？？を繰り返し、メインリレーの作動音が 
するか確認する。

N0の時
図へ

基準値
10 3\；\/を〇问した時、リレー作動音 
がする

〇仄の時
囹へ

2. メインリレーの電 （1)10 3ガ〇队 N0の時
源、及びアース回 
路のハーネス、コ

ネクタ点検

(2) メインリレーコネクタ只19は結合のまま。
(3) コネクタ只19の端子とボディ（0X0)間の電圧を測定 

する。

ハーネス、コネクタ
修理、又は交換

〇仄の時
只19 N0.2 (十）一 0^0 (—） メインリレー交換
只19 N0.4 (1) ― 0^3 (—）
只19 N0.6⑴——⑽〇 (—）

基準値 バッテリ電圧

⑷コネクタ只19のアース側端子とボディ（0X0)間の導 
通を点検する。

尺19 N0.1—⑽〇

基準値 導通あり

く注記ン
導通がないときは、テスタ棒の㊉㊀を逆にしてチヱック 
すること。

3.巳(3リ電源回路点検 (1) 10 5^ 〇凡
(2) 兄01；コネクタを結合させたまま只16の端子とボディ

№N0)間の電圧を測定する。

N0の時
丑011電源回路のハー 
ネス、コネクタ修理、 

又は交換
只16 N0. 2 (十）一 0^0 (—）
尺16 N0.12 (十）一0^0 (—） 
尺16 N0.13 (十）一 0^0 (-)

基準値 バッテリ電圧
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エンジンが始動しない場合の点検——£01]電源系統点検

4.日〇リアース回路 
点検

丑01；コネクタを結合させたまま只16、只18の端子とボディ N0の時
(0^0)間の導通を点検する。 圮011アース回路の

ハーネス、コネクタ
只16
只16

N0.11⑴ 
N0.15 (十）

一⑽〇㈠ 
—(-)

修理、又は交換

腿 N0.22 (十） 一⑽〇 (-) 〇仄の時
只18 N0.34 (十） —(^10 (-) 点火システム点検（2
只18 N0.37 (十） 一⑽〇㈠ -2)
尺18 N0.47 (十） ―⑽〇 (—） 汜18)へ

基準値 導通あり

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23
48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12
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エンジンが始動しない場合の点検

レ！〇
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エンジンが始動しなIヽ場合の点検——点火システム点検

ディストリビュータ 
(クランク角センサ内蔵)

メインリレー

(^40^)

已0じ(^1？)

メインリレーアース
クランク角センサ（屮） 

クランク角センサ（一） 

クランク角センサシールド

点火信号 
点火系アース

21
10

巳

3 8

32
37

丫闩
8 丫

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23
48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

し
8

V

別8

(|59)(趣、18

2 13 21

(^〇)

(559")
门

(^3^) (^^33)
乳 15パ

8ッ

¢1&

…6

イグナイタ 10コイル 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

フローチャートに従い右頁以降の要領で点検する。

1 点火プラグ、ハイテンション N0 点火プラグ、ハイテンション1 コードの目視点検 コードの修理又は交換

0^ フューエルポンプ 
回路点検（2 ― 3) 22

N0

N0 アース回路のハーネス、 
コネクタ修理

N0
16コイル交換

6 巳〇り〜イグナイタ間のハーネ 
ス、コネクタ点検

N0 ハーネス、コネクタ修理、 
または交換

01¢

7 クランク角センサ、及びハー N0 クランク角センサ、及びハーネ
ネス、コネクタの点検 スの修理、交換

01¢
N0

巳(:じ交換
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エンジンが始動しない場合の点検—点火システム点検

1-点火プラグ、ハイ 
テンションコード

の目視点検

電極のすき間

汚れ、損耗 ひび割れ

ガスケットの損傷
損傷

⑴点火プラグを外し、くすぶり、かぶりがないか点検す 
る。

⑵プラグキャップが基準値にあるか点検する。

⑶ハイテンシヨンコードが断線していないか点検する。

N0の時
点火プラグ、ハイテン 
シヨンコードの修理
又は交換

(1)各気筒の点火プラグコードにタイミングライトを装着 
し、アクセルを全開にしてクランキングした時にそれ 
ぞれタイミングライトが発光することを確認する。

(2)任意の気筒のプラグキャップを取外し、それに新品の 
プラグを取り付け、その電極をエンジンに接触させた 
伏態でアクセルを全開にしてクランキングした時に点 
火プラグに火花が飛ぶことを確認する。.

く注記〉
プラグは外さないこと。プラグキャップに他の新品プラグ 
を取付けて行う。そのため、ガソリンが噴出することはな 
い。

3.点火系の電源回路 (1)10コイルのコネクタ仍9を分離する0 N0の時
点検 (2) 10 8评〇Xの伏態で車体ハーネス側コネクタとボディ 電源回路のハーネス、

(〇^)間の電圧を測定する0 コネクタ修理

湖 N0.1 (十）一⑽〇㈠

基準値 バッテリ電圧

2-19



エンジンが始動しなしヽ場合の点検——点火システム点検

4.点火系のアース回 
路点検

(1)イグナイタのコネクタ尺41を分離する。
⑵10 〇ドド伏態で車体ハーネス側コネクタとボディ

(0X0)間の導通を点検する。

只41 N0.2 —⑽〇

導通あり

N0の時
アース回路のハーネ 
ス、コネクタ修理

5. 16コイル単体点検 (1)10コイルのコネクタ只59を分離する。
⑵10 3…〇ドド状態で一次コイル、二次コイルの抵抗を 

測定する。

10コイル本体 N0.1—N0.2

基準値 約0.85 0

10コイル本体 N0.1—センターコード揷入部

基準値 約13 0

1(3コイル本体

(3)イグナイタ只41及び10コイル只59のコネクタを分離 
し、イグナイタ〜10コイル間のラインを点検する0

尺41 N0.3 —只59 N0.2

N0の時 
10コイル交換

01) 咖
%
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エンジンが始動しなしヽ場合の点検——点火システ厶点検

6. £0じ〜イグナイタ （1)五011のコネクタ只18とイグナイタのコネクタ尺41を分
間のハーネス、コ 離する。
ネクタ点検 （2)双方のボディ側コネクタの端子間で導通を点検する。

N0の時
ハーネス、コネクタ修
理または交換

只18 N0.32—尺41 N0.1 
只18 N0.37——只41 N0.2

基準値 導通あり

⑶コネクタ只41の端子とボディ（0X0)間でショートし 
ていないことを確認する。

只41 N0.1—⑽〇 
只41 N0,3 —⑽〇

基準値 導通なし

クランク角センサ、
及びハーネス、コ
ネクタの点検

(1) 丑011のコネクタ只16を分離する。
(2) ボディ側コネクタの0.10端子にオシロスコープの

㊉側プローブを、N0.9端子にアースリードを接続する。

1+1-1111国国国變鼸鼸 国国画1麵鼸

11 1 8 7 6 5 [7 3 2 1
22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

(3)ヱンジンをクランキングして波形点検

N0の時
クランク角センサ、及 

びハーネスの修理、交
換

〇仄の時

E^Vコネクタの

端子接触点検
N0

コネクタ 
端子修理

〇匕
- 5011交換

似1

35 34 33 32 31
|

30 29
|

28 27 26 25 24 23
48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

2-21



エンジンが始動しない場合の点検 フューエルポンフ回路点検
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エンジンが始動しない場合の点検 フューエルポンプ回路点検

フューエルポンプリレーコネクタ只20は結合したまま0 
10 3界をさせる。
リレーコイル回路の電圧を測定する。

尺20 N0.3 (十）ーボデイ（0^0)(—）

基準値
1(3 3\^〇1\1後1秒間：IV以下 
10 5\^〇问後1秒以降：バッテリ電圧

N0の時
Iへ

〇仄の時
可!へ

3.フューエルポンプ 

リレーのコイル側

回路点検

4.フューエルポンフ

リレ------ に(:リ間の

ハーネス、コネク 
夕点検

⑴
⑵

⑶

10 5^〇卩卩。
圮011コネクタ尺18、フューエルポンプリレーコネクタ
只20を分離する。 1

双方のボディ側コネクタの端子間で導通を点検する。

只18 N0.42—^20 N0.3

N6の時
ハーネス、コネクタ修
理、又は交換

〇仄の時

乜011コネクタの端子、
接触点検

01¢

^-コネクタ修理

---------交換

(|20^

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23
48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

1.フューエルポンプ

の作動音点検
10 8界を〇にした時フューェルポンプの作動音がするか 
確認する。

基準値 丨〇 3西〇1^後、1秒間だけ作動

N0の時囵へ 

〇仄の時
インジニクタ回路点
検(2 — 4)
(^26)へ

2.フューエルポンプ

リレーの電源回路 
点検.

(1)フューエルポンプリレーコネクタ只20は結合したまま。 
⑵10 3界を〇Xさせる。
⑶リレーコイル側の電圧を測定する。

只20 N0.1(I)—ポデイ（(^[〇)(―)

⑷リレー接点（入力）側の電圧を測定する。

只20 N0.2 (十）ーボディ（0^0)(—）

N6の時
電源側ハーネス、コネ 
クタ修理、又は交換
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エンジンが始動しない場合の点検 フューエルポンプ回路点検

5.フューエルポンプ 
リレーの接点側回 
路点検

(1)フューエルポンプリレーコネクタ只20は結合したまま。 
⑵10 8界を〇させる。
⑶リレー接点回路の電圧を測定する。

只20 N0.4 (十）ーボディ（(^^0)(—）

16 8西〇1\1後1秒間：バッテリ電圧
基準値

丨〇 3…0(\|後1秒以降： 〇ソ

N0の時

フューエルポンプリレー 
コネクタの端子、接触点検

I㈧0ー コネクタ修理
〇!^ フューエルポ

--------------- ^ンプリレー交
換

〇仄の時
6へ

6-フューエルポンプ 
コネクタの電圧測 
定

(1) フューエルポンプコネクタ只24を分離する。
(2) ボディ側コネクタにテスタ棒セット後10 3界〇1^し電 

圧を測定する。

N0の時
フューエルポンプリ 

レー〜フューエルポ 

ンプ間のハーネスヽコ

ネクタ修理、又は交換只24 N0.1(十）ーボディ（(別0)(-）

基準値
丨03西（^後1秒間：バッテリ電圧 
16 3西〇问後1秒以降： 〇ソ

7.フューエルポンプ
単体点検

(1) フューエルポンプのコネクタ只24を分離する。
(2) ポンプ側コネクタにバッテリを結合し、作動を確認す

N0の時
フューエルポンプ交

る。 換

^プ^此1(十）—他2㈠ 〇仄の時
フューエノレポンプ
アース回路修理、又は 
交換基準 作動する

フユーエルポンプ 
本体側コネクタ
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エンジンが始動しない場合の点検



エンジンが始動しなしヽ場合の点検 インジXクタ回路点検

2-4インジヱクタ回路点検

メインリレー

インジェクタ

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23
48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

^92
(^^93^)

し）

⑱

口

參フローチャートに従い右頁以降の要領で点検する。
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エンジンが始動しない場合の点検 インジェクタ回路点検

1.各インジェクタの 
作動点検

(1) 丑〇リのコネクタ只18は結合のまま。
(2) オシロスコープのプローブをN0.35、48の各端子に、 

アースリードをボディに接触する。
注意
オシロスコープの替わりにインジヱクタ波形が測定可能 
なエンジンスコープを使用しても良い。

N0の時
同へ

〇仄の時

燃料圧力測定（基本点
検）(只12)へ

厂 1

(3)エンジンをクランキングしてインジヱクタの作動を点
検する。

注意
インジニクタの作動音確認も合わせて行う。

2-インジエクタへの (1)各気筒インジヱクタのコネクタ只91、只92、只93、1^94を N0の時
電源電圧測定 分離する。 インジヱクタ電源回

(2) 10 3^ 0^でエンジンハーネス側コネクタとエンジン 路修理
本体間の電圧を測定する。

只91 N0.2 (十）——ボディ（0X0) (-0
只92 N0.2 (十）——ボディ（(^〇)(-）
只93 N0.2 (十）——ボディ（(^0)(—）
只94 N0.2 (十）——ボディ（(^0)(-）

基準値 バッテリ電圧
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エンジンが始動しない場合の点検——インジIクタ回路点検

3.インジIクタ単体 
点検

(1) インジェクタのコネクタ只91、892、只93、尺94を分離す 
る。

(2) 各インジェクタ本体側コネクタの端子間の抵抗を測定
する。

#1ィンジヱクタ本体 N0.1-—N0.2

# 2ィンジヱクタ本体 N0.1一-N0.2

# 3ィンジ.ヱクタ本体 N0.1一一 N0.2

# 4ィンジヱクタ本体 N0.1—一 N0.2

基準値 7〜10 0

N0の時
インジヱクタ交換

4.巳(3リの出力信号電 
圧測定

⑴
⑵
⑶
⑷

インジヱクタコネクタを全て結合する。
五〇リのコネクタ只18は結合したまま。
10 3界をにする。
コネクタ尺18とボディ（0^0)間の電圧を測定する。

只18 N0.35ひ）一0^0 (-) 
1^18 N0.48 (十）一（^0 (-)

N0の時
玨01；〜インジェクタ 
間のハーネス、コネク
夕修理、又は交換

〇仄の時

〇く
-コネクタ修理 

^01；交換

インジXクタ本体側 
(#1〜#4)コネクタ

34
47

32
45

31
44

30
43 42

28 27
40

25 24
37

23
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エンジンが始動しない場合の点検

2-29



トラブルシューティングの実施

〔3〕チIックエンジンランプが点灯しなし、場合の点検

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

コンビネーションメータ

チェック 
エンジン

315 320 タコ付
315 318 タコ無

(311) (315 (^|)
し9

(^3)

13

3 : (^)

15八 60八
〇 - 8八丌

(328^)
念

(528")

1
2 3 4 1 1 5 6 7

8
9 10 11 12 13 14 15 16

1
广

2
-1

3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

參フローチャートに従い右頁の要領で点検する0

2 — 30



チェックエンジンランプが点灯しない場合の点検

1.巳〇じへの入力信号
電圧点検

⑴
⑵
⑶

丑〇；コネクタ只18を分離する。
10 5^〇Nにする。
五01；コネクタ只18の端子とボディ 
測定する。

(01^0)間の電圧を

只18 1^0.43—0^0

バッテリ電圧

〇冗の時

E^Vコネクタの

端子接触点検
N0

2.已(:じ〜コンビネー 
ションメ ータ〜バ 
ッテリ間のハーネ 
ス、コネクタ、ラ 
ンプ、ヒューズの
点検

(1)ヒューズボックス内N0.3ヒューズ15八、メイン 
ヒューズボックス内1^〇,2ヒューズ60八が切れて 
いないか点検する。

基準 ヒューズは切れていなし

(2)コンビネーションメータを取外す。
⑶ チェックエンジンランプを取外し、切れていないか点 

検する。

基準 切れていない

(4) 五011コネクタ只18を分離する。
(5) コネクタ只18の端子とコンビネーションメータの 

コネクタド16の端子間の導通を点検する。

只18 N0.43—卩16 N0.15

基準値 導通あり

(6) 10 3界〇Nにする。
(7) コンビネーションメータのコネクタ孖16の端子とボデ 

ィ（0X0)間の電圧を測定する0

ド16
卩16

N0.20
N0.18

⑽〇 (タコ付) 
(タコ無)

N0の時
ハーネス、コネクタ、 
ランプ、ヒューズの修
理、又ほ交換

〇仄の時

E^\]コネクタの
端子接触点検

01¢

601；交換

N0

コネクタ修理
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トラブルシューティングの実施——異常の有無表示

始動時

異常あり

異常なし

点 灯

灯

消 灯

システムの点検を行うモードで、所定の0チェックパター 

ンを実行後に、システムに異常がないかを判定する。
結合 分離

0チXックモード

点検
終

異常あり 点滅（トラブルコード)

異常なし 点滅（01(コード)

上記点検後、システムに異常がない場合にバックアップメ 
モリ内のトラブルコード(過去の故障履歴）をクリアする。

結合 結合
始動時 灯

始動後 消 灯

リードメモリモー

トラブルコードの 

読み出しモード

I；チェックの自己診断において、
① 現在異常がある場合

② 過去に異常があった場合 
双方の異常個所を読み出す。

分離 結合

始
動
時

②の異常あり 点滅（トラブルコード)

②の異常なし 点滅（〇沢コード)

動
①の異常あり 点滅（トラブルコード)
①の異常なし 点滅（01(コード)

圓トラブルコードー覧

トラブル

コード
診断項目 検出 内容 備考

該当
八〇 、、、ヘーン

21 水温センサ系 水温センサ本体、信号系統の断線、又はショート

圧カセンサ系 圧カセンサ本体、信号系統の断線、又はショート

24 130バルブ系 130バルブ本体、電源、信号系統の断線、又はショート

吸気温センサ系 吸気温センサ本体、信号系統の断線、又はショート

31 スロットルセンサ系 スロットルセンサ本体、電源、信号系統の断線、又はショート

32 〇2センサ系 〇2センサ本体、信号系統の断線、又はショート

車速センサ系
車速センサ本体、信号系統の断線、又はショート、 
メータケーブルの外れ

52 クラッチ信号系 丑0乂丁用ぢ01！本体、信号系統の断線、又はショート 丑〇ソ丁車のみ

54 吸気系 吸気系ダクト、ホース類の外れ、破れ、弛み

電気負荷信号系
電気負荷（へッドランプ、リヤデフォッガ、ラジェータファン) 
信号系統の断線、又はショート

0チェックのみ

ヒータブロア信号系 ヒータブロア3…、レジスタ、ハーネスの断線、又はショート 0チニックのみ

くトラブルコードの読み方〉

チェックエンジンランプの点滅によって、 

トラブルコードを読み出す。
ラブルコード21

IIチェックモード
走行中にシステムの異常を検知して、ユーザに警告 

する。
分離

〔4〕異常の有無表示 国チIックモード

チェックモート 機 目&
テストモード 

コネクタ
リ-ドメモリ 

コネクタ
状況 チェックエンジンランプ

始
動
後

丨-一一

祕
韶 

|

分
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トラブルシューティングの実施 自己診断

5〕自己診断 国セレクトモニタを使用しない場合

リチIックの手川頁

I；チヱック伏態において、チヱックエンジンランプが点灯した場合に、異常個所を見つけ出すための方法であ

る0

(1) 10 5^〇ド卩の状態で、テストモードコネクタが 

分離、リードメモリコネクタが結合の伏態にす 

る0

(2) エンジンを始動させる0
㈣

テストモード 
コネクタ 
(2極緑）

リードメモリ 
モードコネクタ 

(1極黒)

セレクトモニタ 
コネクタ 

(9極黄)

(3)アイドリング状態において、チェックエンジンラ 

ンプの点滅をチヱックする0 

-〇冗コード出力の場合……自己診断は現時点で全て 

が〇冗と判定しているため、リードメモリコネクタ 

を分離した後、チェックエンジンランプが消えて 

いる事を確認する。

-トラブルコード出力の場合……コードを読み取っ 

た後、リードメモリコネクタを分離する。

――，01¢ コード

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

, トラブルコード22

1.2 0.31.2 0.2 0.2

0.3 0.3
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自己診断

——0チェックの手順 -------------------------------------

〇チヱックモードは、現時点でのトラブルを診断する 

モードで、テストモードコネクタのみを結合させた状 

態で点検を行う。良否の判定はチニックエンジンラ 

ンプの点滅により判定する。

くフューエルポンプの作動音点検〉

10 3^ 0^にした時、0^後1秒間だけ作動音がす 

ることを確認する。

注意

フューエルポンプが作動しなかったり、1秒以後も 

作動し続けたりする場合には

フューエルポンプ回路点検（2 --3) 「22

を行う。

く 0チIック実施手順〉

(1)エンジンを始動させる。

⑵車速5ヒ11/11以上で走行後、車両を停止させる。 

(車速信号が入力される）

(3) へッドライトの〇1^、〇ドドを各1秒以上続ける。 

(電気負荷信号が入力される）

(4) ヒータの〇N、〇卩卩を各1秒以上続ける。

(ヒータ信号が入力される）

(5) エンジンを2, 000〜3, 000卬⑺で1分以上保持す 

る。
(〇2センサを活性化させることによって、信号が 

入力される）

(6) エンジンをアイドリング伏態にしたまま、0チェ 

ックの良否判定を行う。

く 0チIックの良否判定〉

，良否の判定は必ずェンジンがアイドリングの伏態で 

行9こと0

.0チヱック実施中に、ラジェータファンが作動しっ 

放しになると、電気負荷信号が異常となってしまう 

ので、必ずラジェータファンが止った状態でチヱッ 

クすること。

(1)チヱックヱンジンランプの表示による方法

チェックエンジンランプの点滅コードが〇仄コー 

ドであることを確認する。

，複数のトラブルコードが出力されている場合には、 

その〇.の小さいものから点検を行う。

#修理が終わった後、再び0チヱックを行って、その 

コードが消えていることを確認し、他のトラブル 

コードが出力されている場合には、そのコードにつ 

いても点検，修理する。

1.2 0.31.2 0.2 0.2

0.3 0.3

く 0チ：！：ックの終了〉

0チヱックの終了後は、必ずテストモードコネクタ、 

リードメモリコネクタ共に分離された状態にすること。

(9極黄)
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自己診断

リードメモリの手順

車両が過去に起こしたトラブルを呼び出すモードであり、01^0仄ランプが、すでに消灯していても、 

その原因を探し出すことができる。

とくに、ハーネス、コネクタ類の接触不良を探し出すのに有効である。

(1)10 3^〇卩卩の伏態で、テストモードコネクタか

分離、

る。

ドメモリコネクタが結会の伏態にす

⑵10 3界を〇1^1にする。（エンジンは始動させない)

テストモード 
コネクタ 
(2極緑）

リードメモリ 
モードコネクタ 

(1極黒)

セレクトモニタ 
コネクタ 

(9極黄)

(3)エンジン停止伏態において、チヱックエンジンラ 

ンプの点滅をチヱックする0 

參〇仄コード出力の場合……〇仄コードにもかかわら 

ず不調の場合には、セルフダイアグノー シス機能 

では判断できないトラブルである。

-トラブルコード出力の場合.......コードを読み取っ

た後、リードメモリコネクタを分離する。

.01¢コード

0. 5 0. 5 0. 5 0. 5 0. 5 0. 5 0. 5

0.2 0.

——トラブルコード22

1.2 0.31.2 0.2 0.2
0.3 0.3
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自己診断

圏セレクトモニタを使用した場合

----------1)チェック--------------------------------

(1)10 5^〇ドドの伏態で、テストモードコネクタ、 

リードメモリコネクタ共に分離されていること 

を確認

⑵[接続後、10 3界〇X
(3) 33^[の電源3界〇1^、ファンクションモード1^0 

を入力、トラブルコード読み取り

~~~ 〇ナエックー^~~~―

(1) 33]V[接続

(2) テストモードコネクタ結合、リードメモリコネ 

クタ分離

(3) I。3界〇X
(4) 331^[の電源3界〇X
(5) フューエルボンプの作動音確認

(6) エンジン始動、充分に暖機運転

(7) 車速5^111/11以上で走行後、車両停止 
(車速信号が入力される）

(8) ヘッドライトの0X5〇ドドを各1秒以上持続 

(電気負荷信号が入力される）

(9) ヒータの0X5〇ド卩を各1秒以上持続 

(ヒータ信号が入力される）

(10) エンジン回転2000〜30001'卯!で1分以上保持 

(〇2センサを活性化させることによって信号が 

入力される）

(11) エンジンをアイドリング伏態にする

(12) ファンクションモードド80入力、トラブルコー

ド読み取り

注意

-判定は必ずヱンジンアイドリング伏態で行う。

，0チヱック実施中にラジエータファンが回った 

ままだと電気負荷信号が異常となってしまうの 

で必ずラジエータファンが止まった状態でチヱ 

ックする。

2 一 3 6



自己診断

リードメモリ

(1)10 3界〇ドドの伏態で、テストモードコネクタ、 

リードメモリコネクタ共に分離されていること 

を確認

⑵38]V[接続後、1¢ 8界〇X
(3) 38がの電源3界0^、ファンクシヨンモード1^1 

を入力、トラブルコード読み取り
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トラブルコードに基づく点検

〔6〕 トラブルコードに基づく点検
厂

トラブルコード21 水温センサ系 12 -40

トラブルコード23
一一 —

圧カセンサ系 12 -42

1トラブルコード24 丨3〇バルブ系 F.2 -44

トラブルコード26 吸気温センサ系 卩.2 -46

|トラブルコード31 スロットルセンサ系 卩.2 -48

/-----------------------------------------------------------

トラブルコード32
^^ -

〇2センサ系 口.2 —50

トラブルコード33 車速センサ系 ド.2 -52

/,-----------------------------------------------------------

トラブルコード52 クラッチ信号系化〇ソ丁車のみ） 卩.2 -56

/-----------------------------------------------------------

トラブルコード54
^し -

吸気系 12 -58

/---------------------- -----------------------------

トラブルコード62
^-一一

電気負荷信号系 口.2 - 60

|トラブルコード63 ヒータブロア信号系 「.2 -64

-
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トラブルコードに基づく点検

圓トフフルコードー覧

トラブルコード 診断項目 検出内容 不具合現象

21 水温センサ系 水温センサ本体、信号系の断線.ショート
エンジンがかかりにくい、または始動不能
アイドリング不調、加減速不良

23 圧カセンサ系
圧カセンサ本体、電源，信号系の 
断線.ショート アイドリング不調、エンスト、加減速不良

24 13。バルブ系
130バルブ本体不良、電源.信号系の 
断線，ショート

アイドリング回転数異常 
(高いまたは低い）
アイドリング不安定，エンスト.始動性不良

26 吸気温センサ系
吸気温センサ本体不良、信号系の 
断線.ショート

高温始動時アイドリング不調、ノッキング 
発牛

31 スロットルセンサ系
スロットルセンサ本体不良、電源.信号系 
の断線.ショート

エンジン吹上がり不良

32 〇2セノサ系
02センサ本体不良、信号系の
断線^ショート

アイドリング不調、排気ガス悪化

33 車速センサ系
車速センサ本体不良、信号系の 
断線-ショート

アイドリング不調、エンジン回転高い、アイ 
ドリング回転戻り不良、エンスト

52
クラッチ信号系 
氓〇ソ丁車のみ）

60从丁用丑〇；本体不良、信号系の 
断線-ショート

エンスト、アイドリング不調

54 吸気系
吸気系ダクト.ホース類のはずれ.
破れ，ゆるみ

アイドリング回転数異常（高い）、エンジン 
吹き上がり不良、吸気系より異音

62 電気負荷信号系
電気負荷信号の断線…ンョート、
ヒューズ溶断

アイドルアップしない

63 ヒータブロア信号系 ヒータブロア信号系の断線.ショート
アイドルアップしない、エアコンが作動し 
ない
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トラブルコードに基づく点検 トラ：/ノレコード21

ラブルコード21 水温センサ系

水温センサ

% (^)

水温センサ本体
%

(2^

7 80 1^
11 观

|〇
ど⑶

(^28)

4

(^2^)

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

1
11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

#フローチャートに従0ヽ右頁の要領で点検する。

1
水温センサ単体点 
検

| 01¢

2
E0LI〜水温センサ 
間のハネス、
コネクタ点検

| 01¢

コネクタ端子の
接触点検

| 01¢

巳〇リ交換

N0
水温センサ交換

N0
ハーネス、コネクタ修理

N0
コネクタ修理
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード21

1.水温センサ単体点 
検

(1)水温センサコネクタ只100を分離する。
⑵水温センサ本体側コネクタの端子間の抵抗を測定す

N0の時 
水温センサ交換

水温センサ本体 
コネクタ

N0.1——N0.2

20〇0 : 2〜31^0
基準値

50で ： 0.6〜仆〇

2.日(:じ〜水温センサ 
間のハーネス、コ
ネクタ点検

⑴已011コネクタ尺16を分離する。
⑵水温センサコネクタ只100を分離する。
(3)五01；コネクタ只16の端子と水温センサコネクタ尺100 

の端子間の導通を点検する。

N0の時
ハーネス、コネクタ
修理

尺16 N0.4—尺100 N0.1 
只16 N0.15—^100 N0.2

基準値 導通あり

⑷水温センサコネクタ只100の端子とボディ（(^^0)間で 
ショートしていないか導通を点検する。

圈〇 N0.1——⑽〇
只100 N0.2 —⑽〇

基準値 導通なし
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード23

ラブルコード23 圧カセンサ系

圧カセンサ (536")
80
丫 (3
闩丫

V

门 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

[剛 £011

#フローチャートに従い右頁の要領で点検する。

1 圧カセンサ電源 
ハーネスの点検

| 0^

圧カセンサアース 
ハーネスの点検

2

〇く

コネクタ端子の 
接触点検

〇く
^01)交換

N0

N0

N0

N0

ハーネス修理、コネクタ端子
接触不良点検、交換

ハーネス修理、圧カセンサ 
端子接触不良点検、交換
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード23

圧カセンサ電源 
ハーネスの点検

⑴
⑵
⑶
⑷

10 5\^〇卩ドとする。
圧カセンサコネクタ尺36を分離する。
10 5^〇1^にする。
圧カセンサコネクタ只36の端子とボディ（(^^0)間の 
電圧を測定する。

只36 N0.3 — 0X0

基準値 4ソ以上

N0の時 
ハーネス修理、 

コネクタ端子接触不 
良点検、交換

2.圧カセンサアース 

ハーネスの点検
-圧カセンサコネクタ只36の端子とボディ（0^0)間の導 

通を点検する。

尺36 N0.1―⑽〇

N0の時 
ハーネス修理、
ぢ01；端子接触不良点 
検、交換

基準値 導通あり

3.日(：リの入力信号の 
点検

(1)圧カセンサコネクタ尺36を結合する0 
⑵丑01；コネクタ只16の端子とボディ（(^^0)間の電圧を 

測定する。

只16 N0.3——⑽〇

基準値
10 5\^ 0问時 :約4,4ソ

アイドリング時 :約1，8ソ

N0の時 
ハーネス修理、
圧カセンサ端子接触 
不良点検、交換
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード24

トラブルコード24丨3〇バルブ系

3 (:バルブ

(128")

02
1

3
4 6丫

33
46

(339")

1)

130バルブ本体
%

1 ？ 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

%

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23

48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

フローチャートに従い右頁の要領で点検する。
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード24

130バルブ単体点 
検

(1)130バルブコネクタ只39を分離する。
⑵130バルブ本体の端子間の抵抗を測定する。 

150バルブ本体 N0.1—N0.2

N0の時 
130バルブ交換

2.已〇リ〜130バルブ 
間のハーネス、コ
ネクタ点検

⑴
⑵
⑶

丑(：11コネクタ只18を分離する。
130バルブコネクタ839を分離する。
£01；コネクタ只18の端子と130バルブコネクタ只39の
端子間の導通を点検する。

只18 
只18

N0.33
N0.46

贈 N0.2 
只39 N0.1

導通あり

⑷180バルブコネクタ只39の端子とボディ（(^^))間で 
ショートしていないか導通を点検する。

基準値 導通なし

N0の時
ハーネス、コネクタ修
理又は交換

3.日〇リの出力信号測 
定

⑴
⑵
⑶

⑷

E^\]コネクタ只18を結合する。
130バルブコネクタ尺39を結合する。
丑01！コネクタ只18の端子にオシロスコープのプローブ 
をセットする。

エンジン暖機後のアイドリング時、出力波形を測定す 
る0

只18
尺18

N0.33—㊉側プローブ 
N0.46 —㊀側フロ ーフ

0仄の時

130バルブコネク
夕の端子接触点検

N0 〇冗

130バルブ 

交換
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード26

トラブルコード26 吸気温センサ系

吸気温センサ

2

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23

48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

し）

巳㈧円巳(:じ

(23)

15
乳

80

(328^)

(828") %

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

V %

吸気温センサ本体

フロ ーチヤートに従い右頁の要領で点検する。

1 吸気温センサ 
単体点検

令01¢

2
已011〜吸気温セン 
サ間のハネス、 
コネクタ点検

| 01¢

コネクタ端子の
接触点検

| 01¢

巳⑶交換

N0

N0

N0

吸気温セソサ交換

ハ-ーネス、コネクタ修理

コネクタ修理
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード26

1.吸気温センサ単体
点検

(1)吸気温センサコネクタ只98を分離する。
⑵吸気温センサ本体の端子間の抵抗を測定する。

吸気温センサ本体 N0.1—N0.2

N0の時

吸気温センサ交換

基準値
20 〇0 : 2〜3に〇

80。0 :^).1〜0.4⑶

2. £0り〜吸気温セン 
サ間のハーネス、 
コネクタ点検

(1) 已011コネクタ只16、只18を分離する。
(2) 吸気温コネクタ只98を分離する。
(3) 五〇リコネクタ只16、只18の端子と吸気温センサコネネ 

クタ只98の端子間の導通を点検する。

N0の時
ハーネス、コネクタ

修理

只16 1^0.15—1^98 N0.2 
只18 N0.27— 只98 N0.1

基準値 導通あり

(4)吸気温コネクタ尺98の端子とボディ（6X0)間でシ 
ョートしていないか導通を点検する。

只98 N0.1―⑽〇

基準値 導通なし
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード31

トラブルコード31 スロットルセンサ系

%

门

スロットルセンサ本体

<¢28")

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

%

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

#フローチャートに従しヽ右頁の要領で点検する。

円已⑶

1 スロットルセンサ
の単体点検

| 01¢

2
スロットルセンサ 
〜已〇リ間のハネ 
ス、コネクタ点検

| 01¢

コネクタ端子の
接触点検

| 01¢V

日⑶交換

N0

N0

N0

スロットルセンサ交換

ハ-ーネス、コネクタ修理又は交換

コネクタ修理
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード31

1.スロットルセンサ
の単体点検

(1)スロットルセンサコネクタ只97を分離する。
⑵スロットルセンサ本体側コネクタの端子間の抵抗を測 

定する。

スロットルセンサ本体 N0.1—N0.3

N0の時
スロットルセンサ交

換

基準値 3.5〜6.5 X 0

(3)スロットルバルブをゆっくり開閉させて、スロットル 
センサ本体側コネクタの端子間の抵抗を測定する。

スロットルセンサ本体 N0.2——N0.3

基準値
全閉： 0.2〜 0.9

全開： 2.5〜 6.2

(注）スロットルバルブの開度に連動してリニアに変化す 
ること。

2-スロットルセンサ 
〜已(3リ間のハーネ 
ス、コネクタ点検

(1) 迟011コネクタ只16を分離する。
(2) スロットルセンサコネクタ只97を分離する。
(3) 丑011コネクタ只16の端子とスロットルセンサコネクタ 

只97の端子間の導通を点検する。

N0の時

ハーネス、コネクタ
修理又は交換

只16 N0. 6 --只97 N0.2
只16 N0.14--只97 N0.3
只16 N0.15--尺97 N0.1

基準値 導通あり

スロットルセンサコネクタ897の端子とボデ, 
間でショートしていないか導通を点検する。

ィ（⑽〇)

尺97 N0.1—⑽〇
只97 N0.2 — 0X0
聰 N0.3 —⑽〇

基準値 導通なし
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード32

トラブルコード32 02センサ系

1—1

%

〇2センサ本体側 
コネクタ

11 10 9 8
厂
7 6

"1
5 4 3 2 1

22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

フローチャートに従い右頁の要領で点検する。
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10 8^〇卩卩とする。
E^^]コネクタ只16を分離する。

〇2センサコネクタ只43を分離する。
圮011コネクタ只16の端子と〇2センサコネクタ只43の端 
子間の導通を点検する。

N0の時

ハーネス、コネクタ
修理又は交換

2.〇2センサ〜日(:リ間 
のハーネス、コネ
クタ点検

只16 N0.7——843 N0.1

基準値 導通あり

⑸〇2センサコネクタ只43の端子とボディ（0X0)間でシ 
ョートしていないか導通を点検する。

尺43 N0.1——⑽〇

基準値 導通なし

トラブルコードに基づく点検 トラブリレコード32

,〇2センサの単体点 
検

⑴
⑵

⑶

〇2センサのコネクタ只43を分離する。
〇2センサ本体側コネクタの端子に、オシロスコープの 

プローブをセットする。
エンジン暖機後に空吹しを行ない出力波形を測定す 
る。

〇2センサ本体側 
コネクタ

N0.1—㊉側プローブ

エンジンブロック（0X0)—㊀側プローブ

N0の時 
〇2センサ交換

N
1

/ 
\

1
/ 

\
)
/ 
\
)
/

1
2 
3 
4
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード33

トラブルコード33 車速センサ系

コンビネーシヨンメータ

車速センサ
(リードスイッチ)

㊉

夕]
有

夕]
無ハ、\

しじ 1)3

39

08

8

3 : (^]0) 

13

6 08 £01)

⑩

0一--一一一一—一一 -—

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23

8 7 6 5 4 3 2 1 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

(06)
0

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

⑱

1
1 3 4 I 乃 5 6 7

8
9 10 11 12 13 14 15 16

し

⑱

口

卜

參フローチャートに従い右頁の要領で点検する。
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トラブルコードに基づぐ占検——トラブルコード33

スピードメータ
ケーブル点検

(1) インストルメントパネルよりコンビネーシヨンメータ
を取外す。

(2) タイヤを回転させ、スピードメー タケーブルのインナ 
ワイヤーが回転するか点検する。

タイヤの回転に比例してスピード
基準 メ ータケーブルのインナワイヤが 

回転する

N0の時
スピードメータケー 

ブル交換

2.車速センサ〜已〇リ 
間のハーネス、コ
ネクタ点検

⑴

⑵
⑶

インストルメントパネルよりコンビネーシヨンメータ

を取外す。
已011コネクタ尺18を分離する。
五011コネクタ只18の端子とコンビネーションメータの 
コネクタ卩17の端子間の導通を点検する。

只18 
只18

N0.29— 卩17 
N0.29—ド17

N0.3 (タコ無) 
N0.6 (タコ有)

基準値 導通あり

(4)コンビネーションメータのコネクタド17の端子とボデ 
ィ№N0)間でショートしていないか導通を点検する0

N0の時
ハーネス、コネクダ
修理又は交換

ド17 N0.3——0X0 (タコ無) 
¥17 N0.6——⑽〇 (タコ有)

基準値 導通なし

(5)コンビネーションメータのコネクタ卩16の端子とボデ 
ィ間の導通を点検する。

孖16 N0.9——⑽〇

基準値 導通あり
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トラブルコードに基づく点検 トラフ“ノレコード33

3.車速センサ単体点 
検

⑴

⑵

(3)

インストルメントパネルよりコンビネーシヨンメータ

を取外す。
コンビネーシヨンメータ本体側コネクタの端子間にテ 
スタを接続する。
スピードメータケーブルそう入部にドライバ等を差込 
んで、ゆっくり回転させ、テスタの針の動きを確認す 
る0

N0の時
コンビネーシヨ

メ ータ交換

メータ本体側3. N0.3 ―八N0.9 (タコ無)
コネクタ 8. N0.6 ―八N0.9 (タコ有)

ケーブルそう入部1回転につきテ 
スタの針が4回振れる

ン

メータ本体側コネクタ
8

メータ本体側コネクタ
八‘
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心(\；1〇

トラブルコードに基づく点検——トラブルコード33



トラブルコードに基づく点検 トラブ4ノレコード52

トラブルコード52 クラッチ信号系汩〇ソ丁車のみ)

¢£84)

巳ソ丁 
已0じ

⑱

鲁フローチャートに従い右頁の要領で点検する。

1 [〇リ間のハーネス 
コネクタ点検

1〇に

2 EIV1F^丨用已〇じ点検

〇に

3 E^V丁用巳〇り点、検

N0

N0
コネクタの端子接触点検

N0 1 1 01¢

コネクタ修理 已，。じ交換

〇に

N(3

コネクタの端子 N0
接触点検

| 〇く

日〇ソ丁用£011交換
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2.日^冏用日(:リ点検

3.巳(3ソ丁用日(：11点検

1.日(:ソ丁用日〇じ〜日，丨 
巳〇リ間のハーネス、 
コネクタ点検

ぢ1\^1用五(：11コネクタ只18を結合する。
60ゾ丁用辽〇じコネクタ卩84を分離する。
10 3^ (>1にする。
60ゾ丁用叼(：1；コネクタ卩84の端子とボディ（0X0)間 
の電圧を測定する。

4 N0.25 —⑽〇

基準値

N0の時

10 3\^〇卩卩にする。
ぢ〇マ丁用ぢ(：1！コネクタ卩84を結合する。
ェンジン始動する。
丑(:^丁用兄01；コネクタド84の端子とボディ（0X0)間 
の電圧を測定する。

ド84 N0.25 —（^0

其淮辟
レンジ： 5ソ

0レンジ： IV以下

〇仄の時

コネクタの端子
接触点検

N0

コネクタ修理

〇尺

ぢ(:从丁用五0：1；コネクタド84を分離する。
用五〇リコネクタ尺18を分離する。

ぢ〇マ丁用远011コネクタ孖84の端子と用珏011コネ 
クタ尺18の端子間の導通を点検する。

兄18 N0.25—？84 N0.25

基準値 導通あり

用圮〇!；コネクタ只18の端子とボディ（(^^〇)間 
でショートしていないか導通を点検する。

兄18 X0.25 — 0X0

導通なし

N0の時

ハーネス、コネクタ修
理又は交換

トラブルコードに基づく点検——トラブルコード52

I

—

I

\
)
/ 
\
)

7 
\

1
/ 

\
)
/

1
2 
3 
4

〆
\ 
7
(
\ 

/―

^、 
/

1.

^

-
-

？

-

1

⑷
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード54

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

いづり」

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23

48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

巳隊1巳〇じ

0

，フロ ーチヤートに従い右頁の要領で点検する。

4

01¢

〇に

130バルブの 
単体点検

〇X

コネクタ端子の 
接触点検

0^

已(：1)交換

1 吸気系のエア漏れ N0 エア漏れ部修理、又は1
点検 部品交換

2
圧カセンサからの 
入力信号さ検ノ\ノノ 丨口 9\\\ 1^

〇に

圧カセンサ交換

N0
------- ^ 圧カセンサ配管点検

N0

圧カセンサ配管修理、又は交換

3 スロットルセソサ N0 スロットルセンサ系点検
からの入力信号点検

------------1~^-----------

(トラブルコード31)

N0
13〇バルブ交換

N0
コネクタ修理

(注）点検はエンジンを充分暖機 
した後に行うこと。
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード54

2.圧カセンサからの 
入力信号点検

⑴
⑵

1

⑶

^16 N0.3 —⑽〇

同時に吸入管圧力を測定する。

基準値
吸入管圧力と端子電圧が下図とほ
ぼ一致

(注）
吸入管圧力（絶対圧）は
バキュームゲージ（負圧 
計）による値に、大気圧 
(平地で76011111111めを加え 
た値である。

100 200 400 600 800

吸入管圧力（丽肽絶対圧）

ぢ011コネクタ只16は結合のまま。， N0の時
ぢ011コネクタ只16の端子とボディ間の電圧を
測定する。 圧カセンサ

配管点検

N0

01^
11

圧カセンサ交換

圧カセンサ配管 
修理、又は交換

3.スロットルセンサ 
からの入力信号点 
検，

⑴
⑵
⑶

コネクタ只16は結合のまま 
10 3评にする。
圮011コネクタ只16の端子とボディ 
測定する。

((^03)間の電圧を

只16 N0,6 —⑼〇

基準値
全閉： 1.0 V以下

全開： 3.5〜4.5 V

N0の時
スロットルセンサ系

点検
(トラブルコード31)

4. 180バルブの単体 
点検

(1)エンジンを充分暖機する。
⑵180バルブ用コネクタ只39を分離した時、エンストす 

るか点検する。

N0の時 

150バルブ交換

基準 エノスト身る

吸気系のエア漏れ
点検

次の点を中心に点検する
(1)インテークマニホールドの外れ、弛みはないか。
⑵インテークマニホールドは指定の方法で接続されてい 

るか。（ガスケットの抜け、ボルト，ナットの締付トル 
ク不足等）

⑶ホース、ニッブル類の抜け、弛みはないか。

N0の時 
エア漏れ部修理、 
又は部品交換

セ
ン
サ
出
力
⑺
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード62

ラブルコード62 :電気負荷信号系
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トラブルコードに基づく点検 トラ:/ノレコード62

2.日(:リへの電気負荷 
信号点検

(次頁へ続く）

〇仄の時辽01；コネクタは結合したまま。
10 3界〇1^にする。
リヤデフォッガ3界をさせる。
叼(：1；コネクタ只18の端子とボディ（0X0)間の電圧を 
測定する。

N0,36——⑽〇

基準値
〇N : バッテリ電圧

〇卩卩： 〇ソ

ヘッドランプを乙〇ビームにし、ライティング3がを 
〇^/〇卩卩させる。
玨011コネクタ只18の端子とボディ（0X0)間の電圧を 
測定する。

只18 1^0.24—0X0

〇问 : IV以下
基準値

1 V |

〇ド卩: バッテリ電圧

1.各電気負荷部の単 
体点検

(1)リヤデフォッガ3界のに応じて、コンビネー 
シヨンメータ内のリヤデフォッガモニタランプが点灯 

消灯するかを点検する。

⑵へッドランプ乙〇ビームが正常に点灯/消灯するかを点 
検する。

⑶へッドランプ扭ビームが正常に点灯/消灯するかを点 
検する。

N0の時 
各電気負荷部の 
修理又は交換

\
1

/ 
\

1
/

5 
6 

,

^
\ 
/
(
\、



トラブルコードに基づく点検 トラブルコード62

ぢ011コネクタ只18を分離する。
デフォッガ3界のコネクタ18を分離する。
已〇リコネクタ818の端子とデフォッガ3…のコネクタ 
18の端子間の導通を点検する。

N0の時

ハーネス、コネクタ修 
理又は交換

3.各電気負荷部〜
に〇リ間のハーネ 
ス、コネクタ点検

只18 N0.36— 18 N0.1

⑷
⑸
⑹

E^\]コネクタ只18を分離する。
ライティング3…のコネクタド14を分離する。
五(：11コネクタ尺18の端子とライティング8界のコネク 
タド14の端子間の導通を点検する。

只18 
尺18

N0.23— ド14 N0.9 
N0.24—ド14 N0.3

〇仄の時

コネクタの端子
接触点検

N0

…8

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23

48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 (2&

「6 5 4 3 2 1)

13 12 11 10 9 8 7

(前頁より続く）

2.日0：リへの電気負荷 
信号点検

⑺

⑻

へッドランプをN1ビームにし、ライティングを〇N 
/〇ドドさせる。
已01；コネクタ尺18の端子とボディ（(^^))間の電圧を 
測定する。

只18 0.23——⑽〇

基準値
〇N : IV以下

バッテリ電圧〇尸尸 :

〇仄の時

コネクタの端子
接触点検

〇冗

丑011交換

N0

コネクタ修理

\
)
7 
\
)
/ 
\
1
/

1
2
 
3

|̂
\ 
7
(
\ 

7
(
\
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〇

トラブルコードに基づく点検 トラブルコード62



トラブルコードに基づく点検ートラブルコード63

，フローチヤートに従い右頁の要領で点検する。
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2.已〇リへの入力信号 
点検

3.ヒータブロア8… 
〜巳011間のハーネ 
ス、コネクタ点検

N0の時
ハーネス、コネクタ修
理、又は交換

〇仄の時

10 8\^〇ド卩にする。
ぢ01；コネクタ只18を分離する。
ヒータブロア8界のコネクタを分離する。

丑(：11コネクタ只18の端子とヒータブロア”Vのコネク 
夕116の端子間の導通を点検する。

N0.39—116 N0.6

基準値 導通ありーノノ

トラブルコードに基づく点検 トラブリレコード63

1.ヒータブロアの作

動点検
⑴10 3界にする。
(2)ヒータブロア8界を〇N/〇FFさせ、ヒータブロアの作 

動を点検する。

基準

5\^〇卩卩：ブロアモータ停止

3西1段：風量弱

3…2段：風量中

3…3段：風量強

N(3の時
ヒータブロア回路修 
理

\
)
/ 

N
1

/ 
\
)
/ 
\
)
/

1
2 
3 
4

/
(
\、 
/

^
V 
(̂
\ 
7
(
\

N
1
/ 

N
N
1
/ 

N
1
/ 
\
)
/

1
2 
3 
4

,

^
\ 
,

-
X 
/

1.
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セレクトモニタによる点検

〔7〕ーセレクトモニタによる点検

機能概要
セレクトモニタ（略称：33吣は、下記内容の項目について測定することで電子制御系の故障診断に活用で

きる0

卩モード
入力、出力信号類のデータを直接表示し、基準値と比較することでセンサ信号系統の断線、 
ショート、センサ類の特性異常が判別できる。

孖八モード 入力、出力信号の01^/0？？と動作状態が1^0の点灯により判別できる。

卩3モード
1；チ
0チ

エ
エ

ック、0チェック、バックアップメモリ内のトラブルコードを数字で表示する。
ックでは、自己診断手順を実施後に、トラブルコードを数字で表示する。

ド〇モード ノ人、ソ クアップメモリ内のトラブルコードをクリアできる。

セレクトモニタ機能の「ド」モードにより、センサ、アクチュヱータの特性を測定して基準データと比較し、 

不具合原因となっている項目を点検。

診断内容
センサまたはアクチュエータ系の特性異常

不具合現象

-リードメモリ、I；および〇チヱックの点検で卜 
ラブルコードが出ず、また、現在、過去におい 

て、不具合が発生している場合

点検手順
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セレクトモニタによる点検一卩モード

国ドモード

1 ファンクションコード 入力，出力信号
表示内容IコードN0. 略称 測定項目

|卩〇〇
柯八只 年式表示 モータ接続時に当該車両の年式を西暦表不する。

1卩01 バッテリ電圧 用丑(：11に供給されているバッァリ電圧（ン）を表不する。

¥02 車両速度
丑^1？丨用五〇1；に入力されている車両速度（ヒ11/11と111丨10/11)を表 
不する。 1

クランク角センサから入力されているエンジン回転数(1^111)を表
75する。 |卩03 只只迟ン エンジン回転数

1ド04 刊 冷却水温度 水温センサから入力されている冷却水温度（。〇)を表不する。

卩06 スロットルパルブ開度
スロットルセンサから入力されているスロットルバルブ開度（(162) |

尤书了. 士ブを表小する0

¥07 最終進角度
各センサからの信号を基準にして決定された最終進角度（如2)を
―一一^ 】ーブ

ノ』ベ9る。 |

卩08 懂 インジニクタ噴射時間 インジヱクタに通電されている時間（1113)を表不する。
1 「09 130 130バルブ 13〇バルブ開度（％)を表示する。

1ハ 〇2センサ出力電圧 11-人、，1―1-1、し1、マ /マァ、 ^ ―^ —\，1 づV 10 02 〇2センサから入力されている电圧（\〇を表小9る0 |

卩11 021118X - 111111 〇2センサ出力電圧最大値
—最ノ 1ヽ値

02センサから入力されている電圧の最大値（ソ）と最小値⑺を表 
ホする。 |

月又’』胆

|ド13 空燃比補正量 〇2センサにより補正されている八/ド補正係数（％)を表示する。

卩14 祖N1. ？ 吸入管圧力
圧カセンサから入力されている吸入管圧力（111111^2)をゲージ圧と 
絶対圧で表？^する。 |

1 ¥16 吸気温度
吸気温センサから入力されている吸気温度（て）を表不する。 |
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セレクトモニタによる点検一ード〇〇、卩01

ド0 0 年 式（丫巳八闪）

測定条件

10 3,が〇1^の時。

基準 値

く表示内容〉

1996 ⑻〇)

基準値外の時の点検

斤01 バッテリ電圧〔V日）

測定条件

(1)10 3界〇1^の時。
⑵エンジン暖機後のアイドリング（800卬㈤) 

伏態の時。

基準 値

く表示例〉

ソ8

12,5ソ

基準値

(「〇1)

10〇问:11〜12,8ソ 
アイドリング時：14〜14,8ソ

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検——「02、ド03

〔ド0 2 1= 車速信号（ソ3 ？)

—測定条件-----------------------------

車体をリフトアップした後、エンジンを始動し、 
ギヤを入れて、スピードメータが401^111/11を保 

持した状態で測定する。

一基 準 値

ぐ表示例〉---
ソ3卩 鐵）

401<171/卜 25以叫

スピードメータ表示と、331^表示を比較 

基準値1指示値の差：±10 %

基準値外の時の点検

1 車速センサ 車速センサ系トラブルコードに基づく 
点検実施（口52)

ド0 3 エンジン回転数（巳V〕

一測定条件-----------------------------

エンジンを充分暖機した後のへッドランプ、ラジ 
ェータファン、リヤデフォッガ等の電気負荷の無 
い時のアイドリング時。

注意
エンジン回転数は64⑻卬瓜を超えないこと0

—基

ぐ表示例〉

準 値

日㈣ ⑻3)

800「⑽

基準値 800 土 50「〇⑺

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検——印4、ド06

〔ド0 4 1= 水温信号（丁〜)

—測定条件-------------------------

エンジン暖機後の、アイドリング（8⑻卬111) 
状態の時。

一基 準 値

ぐ表示例〉——，-,
(「04)

80 〇0 176。「

基準値 75〜100て

基準値外の時の点検

スロットル開度（丁㈠V〕

----------- —基 準一値

エンジン暖機後に停止して、10 3界を〇Xにした
状態の時。

ぐ表示例〉
丁㈠ソ (「〇6)

22.0づ89

基準値

全閉：約11(3〜19)づ的 
全開：約95 (85〜103)咖9
全閉から全開の間でアクセルの
踏込みに比例して変化すること

芦淮防ゲの牲のよ抢空半1匿ノトり阿の思快

1 スロットルセンサ スロットルセンサ系トラブルコードに1
基づく点検沪48)
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セレクトモニタによる点検——「07、ド08

ド0 7 点火時期（八0ソ3)

—測定条件------------------------------

エンジン暖機後の、アイドリング（8⑻卬以)
状態の時。

一基 準 値

ぐ表示例〉——闘
八0ソ3 (「〇7)

5.00169

基準値 5づ㊀9付近で変動している

注意 卩07で表示される点火時期の数値は、五(：1；内部での演算値であるため、実際に測定した場合の数値 
とは一致しないことがある。

基準値外の時の点検

^ 0 8 | インジェクタ噴射幅（丁 Iい)

(1) エンジン暖機後のアイドリング（8⑻卬111) 

状態の時。
(2) 電気負荷部（リアデフォッガ、ヘッドランプ、 

ラジェータファン）、及びエアコンが〇ド孖の

時0

基準値外の時の点検

基準 値

ぐ表示例〉

丁… （ド〇8)

3.1 1715

基準値
^丁 :1.6〜2.1⑺5
E 0 V丁：1.7〜2.2⑺5
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セレクトモニタによる点検——ド09、ド10

ド0 9 13〇バルブ

一測定条件------------------------------------

(1) ェンジン暖機後のアイドリング（8001：口〇)
の状態の時。

(2) 電気負荷部（リヤデフォッガ、ヘッドランプ、
ラジェータファン）、及びェアコンが〇卩玨の

時。
⑶バッテリ電圧が13又以上。
⑷丑〇ゾ丁車では、“ゞ’又は“ポジション

デューティ^丨3 0)

——基準 値——

く表示例〉-,— ,
130 ⑻9)

8.2%

「基準値 3〜13%

基準値外の時の点検

3 吸気系 ------------ ^吸気系のエア漏れ点検沪59)

02センサ信号(02)

測定条件

エンジン暖機後に、回転数を300011)111に保持し 
た伏態で測定。

一基 準 値

く表不例〉-----------------
02 (⑽

0.887

基準値 〇〜IV間で変化する

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検——1、ド13

(卜1丨 〇2センサ4目可!^13乂 一 1^11 门（02⑴3乂 一 111111)ノ

測定条件

エンジン暖機後に、回転数を300011)111に保持し 
た状態で測定。

一基 準 値

ぐ表示例〉—一
021113X -⑺1 门 旧1)

0.76V 0.227

基準値
1113X : 0.5〜1，0ソ

171丨门： 0.0〜0,5\7

基準値外の時の点検

13 | 空燃比補正量（八し尸㈠八)

一測定条件---------- :------------------

エンジン暖機後に、回転数を300011)111に保持し 
た状態で測定。

一基-

ぐ表示例〉

準 値

基準値 一10〜十10%の間で変化

基準値外の時の点検

1 インジェクタ噴射幅（丁丨|^|) 「08モードの点検（？71)

2 〇2センサ 1 麯 ド1〇モードの点検（ド72)
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セレクトモニタによる点検——「14、ド16

吸入管圧力（I\/IAN丨.ド)

—測定条件---------------------------

鲁エンジン暖機後のアイドリング状態の時。

基準 値
ぐ表示例ン

丨.ド 旧4)

-400闩9 360(71(7^9《

ゲージ圧表示 絶対圧表示

基準値
(咖 N9)

N1 -370〜-490 270〜390
已〇ソ丁 -350〜-470 290〜410

※値は絶対圧表示である。

基準値外の時の点検

〔「16 1: 吸気温信号（丁八） )

一測定条件-------------------------

ヱンジン暖機後のアイドリング伏態の時。

基準 値

く表不例〉
TA - ㈣）

26 〇0 791

:外気温度、エンジン房内温度等により基準 
値を外れることがある。

基準値外の時の点検

1 门ユ4=":日、14*1- 吸気温センサ系トラブルコードに基づく
1 吸メぃ皿12 ノり

点検実施(？46)
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セレクトモニタによる点検——ド八モード

国ド八モード

ファンクシヨンコード
信号名称 1^0の点灯条件

コード!^〇. 1^0 N0. 略称

1 02 〇2モニタ 〇2センサ出力、リッチで点ぐ灯

2 〇八 〇2センサ 〇2センサ活性時で点灯

卩八〇
3 I 0 ァイドル8… スロットル全閉で点灯

6 110 テストモード端子 テストモド端子結合で点灯

7 題 II に^コニ丨丨神了 リードメモリコネクタ結合で点灯リ トメセリ乂而于

8 丑抓車識別 丑〇从丁車のみ点灯

3 〇乙 クラッチ 走行レンジへセレクト時に点灯

卩八1
4 5 3 パワステ パワステ動作時に点灯

6 八〇 エアコン エアコン3冒で点灯

7 ヒータブロア ヒータブロア3界〇1^で点灯

2 ラジエータファンリレ- ラジェータファン〇1^で点ぐ灯

3 エアコンリレー エアコンリレー〇1^で点灯

6 〇已 チェックエンジンランつず チェックエンジンランプ〇で点火丁

9 八83作動 八83作動時に点灯

6 八丑3モニタ 八33作動信号が〇Nした事がある時点灯

8 0尺 クランク角センサ診断 クランク角センサ信号入力後に点灯

9 卩？ 燃料ポンプリレー出力 燃料ポンプ時に点灯

卩人4
4 電気負荷

ヘッドライト、ラジファン、リヤデフォッガ、ヒータブロア 
し、ずれかが時に点灯

9 I 5 130バルブ出力 130作動中、点滅
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セレクトモニタによる点検

ド八〇 スイッチ1(3\^1)

表示内容

1

2
3

5

6
7

8
9

10

信号 名

〇2リッチ.リーンモニタ

〇2センサ活性化

アイドル撕

テストモード端子

リードメモリ端子

50マ丁車種識別

記号

02
〇八

10

1)0

腿

丁]VI

02

110

〇八 10

2

8 9

基準 値

⑴02フィードバック実行中に 

八/ドリッチ信号出力中 

八/ドリーン信号出力中 

(2)〇2センサ活性時に

:N0.1 1^：0点灯 

:N0.1 1^：0消灯 

:N0.2 1^0点灯

⑶ァクセル開放（全閉時）に：N0.3 1^0点灯 

⑷テストモードコネクタ結合時：N0.6 1^：0点灯 

テストモードコネクタ分離時：N0.6 1^：0消灯 

(5)リードメモリコネクタ結合時：N0.7 1^：0点灯 

リードメモリコネクタ分離時：N0.7 1^0消灯

(6)辽〇又丁車 :N0.8 1^0点灯

回 路

ョ0じ
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セレクトモニタによる点検——ド八1

八1〕 スイッチ2 (5^2)

表示内容

！^0ポ〇 信号 名 記号
1 —

2 —

3 クラッチ信号 〇乙

4 パワステ》V 55

5 —

6 エアコン8界 八〇

7 ヒータブロア信号

8 —

9 —

10 —

—— —— （:乙 33

八。 册 一 ——

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

——基 準一値--------------------------------

(1) 丑(：ゾ丁車にてヱンジン始動後

〇レンジ ：N0.3 1^0点灯

レンジ ：N0.3し远〇、?肖灯

(2) ステアリング転舵時 ：N0.4 1^：0点灯

(3) 八/〇スイッチ〇1^時 ：N0.6 1^0点灯

⑷ ヒータブロア3界時（乙〇〜只1)

:N0.7 1^0点灯

#

回 路
…8

8八丁丁

八/〇リレー 八/〇リレー
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セレクトモニタによる点検——卩八2

^FA2 スイッチ3 (5*3)

表示内容

信号 名 記号
1 —

2 ラジェータファンリレー

3 エアコンリレー

4 —

5 —

6 チェックェンジンランプ 〇豇

7 —

8 —

9 八33作動信号

10 —

尺卩

〇丑 ——

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

一基一-準一値---------------------------

(1) ラジェータファン作動時：N0.2 1^0点灯

(2) ェアコンコンブレッサリレー〇1^時

:N0.3 1^：0点灯

(3) チヱックェンジンランプ〇N時

:N0.6 LE^)点灯 

⑷八83作動時 ：N0.9 1^：0点灯

司路図--------
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セレクトモニタによる点検——ド八3

八3〕 スイッチ4 (3\^4)

表示内容

1^0加 レ 号 名 記号
1 —

2 —

3 —

4 —

5 —

6 八33モニタ信号 八〜

7 —

8 クランク角センサ診断入力 〇只

9 燃料ポンプリレー出力

10 —

人が —— 〇只 卩卩

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

一基一準 値-----------------------------

(1) イグニッシヨン〇後、八33作動した事

がある時： ：N0.6 1^0点灯

(2) イグニッシヨン〇!^のみ：N0.8 1^0消灯

エンジン始動後 ：N0.8 1^0点灯

(3) イグニッション〇X時、エンジン始動後

:N0.9 1^0点灯

イグニッシヨン〇X1秒後

:N0.9 1^0消灯

回 路
(^)

クランク角センサ

八83 £01)
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セレクトモニタによる点検——ド八4

([汗八4〕 スイッチ5 (3*5)

表示内容

信号 名 記号
1 —

2 —

3 —

4 電気負荷信号

5 —

6 —

7 —

8 —

9 130バルブ出力 13

10 —

-

—— —— —— 只乙 ——

—— —— —— 13 ——

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

基準 値

(1)電気負荷部（リヤデフォッガ、へッドランプ、
ラジエータファン） においていずれか1つ

〇1^の時： :N0.4 1^：：0点灯

全て〇ドドの時 :N0.4 1^0消灯

130バルブ作動時 :N0.9しぢ〇点滅

回路図--------
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セレクトモニタによる点検——基準値外の時の不具合症状

基準値外の時の不具合症状

モー ド 不具合 症 伏

卩01 ランプ類が暗くなる。ランプ切れ、エンスト、始動不能（バッテリ上がり）、 
バッテリオーバチャージ（バッテリ劣化)、チャージランプ点灯

卩02 ¥5? エンスト、アイドル回転戻り不良

卩03 丑只迟ン エンスト、アイドリング不調、始動性不良
卩04 胃 始動性不良、燃費悪化、加速不良、アイドリング不調

孖〇6 加速不良、エンジン吹上り不良

¥07 アイドリング不調
卩08 丁. エンスト、アイドリング不調、加減速不良、アフタファイヤ

卩09 150 エンスト、アイドル回転戻り不良、アイドル回転数低下、始動性悪化

孖10 02 アイドリング不調
ド13 アイドリング不調

¥14 エンスト、アイドリング不調、加速不良、燃費悪化

ド16 アイドリング不調、燃費悪化

1^0 N0.1 02 アイドリング不調
2 〇八 アイドリング不調

3 10 加速不良、アイドル回転民り不良

6 110 1)チェック不能、又はチェックエンジンランプの誤点灯

7 謂 トラブルコード読み出し不能、又はチェックエンジンランプの誤点灯

8 丁1\4 己⑽識別不良

乙丑〇 N0.3 〇乙 エンスト、アイドリング不調

4 55 パワステ作動不良

6 入〇 エアコン作動不良

7 ヒータブロア作動不良

乙圮〇 N0.2 ラジエータファン作動不良 I
3 八尺 ェァコン作動不良

6 〇五 チェックエンジンランプ点灯不良

9 八丑8機能不良、八丑3作動不能

1^0 N0.6 ァィドル回転民り不良
8 0只 アイドリング不調

9 始動性不良、エンスト

尸八4
し五〇 N0.4 アイドリング不調

9 I 3 アイドリング不調 |
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セレクトモニタによる点検——ド日&卩(:モード

II 「巳ふド〇モード

1コ-ド
略称 測定項目 表示 内容1 N0.

|ド80 〇エ八〇-〇または01八0^11 自己診断機能 現在の故障箇所の自己診断結果を表示する。（11チヱック又は0チヱック）
|卩81 0^0 - ^ 白己診断機能 過去の故障箇所の自己診断結果を表示する。
1 ？00

バックアップクリア バックアップメモリ内に記憶されている過去のトラブルコードをクリアする。

トラブル
入出カセンサ名称 略称

トラブル
入出カセンサ名称 略称1コ-ド

コード

21 水温センサ系 雷 32 〇2センサ系 02

23 圧カセンサ系 ？, 3 33 車速センサ系

24 180バルブ系 130 52 クラッチ信号系 0^ 30

1 26
吸気温センサ系 54 吸気系 體.ド

1 31
スロットルセンサ系 丁取 62 電気負荷信号系 丑し

63 ヒータブロア信号系
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〔8〕不具合現象に基づく点検

不具合現象に基づく点検

ここでは、不具合現象別推定原因を一覧表にまとめてある。

自己診断でトラブルコードを表示しない不具合のトラブルシューティングに活用する。

不具合現象別トラブルシューティングは、まず、問診内容と基本点検結果を整理し、不具合現象別推定原因一 

覧表と照らし合わせて点検の優先順位を決定し、系統別、部品別に順次点検を行い、トラブルシューティングを 

行う。

不具合現象が再現しているにもかかわらず、自己診断で異常が検出されない理由として、自己診断の 

異常検出範囲外で不具合が発生している場合と、自己診断系統以外で不具合が発生している場合とが考え 
られる。

く点検手順〉

不具合車両入庫

問 言多,13ジ

圧/〇がかかる 
場合

現象確認 
(問診通り不具合発生)

E//0がかから 
ない場合

レ レ ‘—

リードメモリおよび0チェックを実施し、 
すべてが〇ドであることを確認する。

已/〇がかからない時のトラブルシ 
ーティングを実施する。

直らない時

基本点検
直らない時

I目会I目恁钏占括 1
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不具合現象に基づく点検

\ 不具合症伏

主原天

エンジン始動不能 ア
イ

ド、
リ
ン
グ
不
安
定

定
速
走
行
不
良

加
速
不
良

ア
イ

ド、
ル
回
転
戻

不
良

バ
ヅ

ク
フ
ア

イヤ
ア
フ
夕
フ
ア

イヤ

ノ
V

キ
ン
グ

1^1燃
費
悪
化

走
行
中
シ
3
ツ

ク

エ
ン

ン
吹
上
が
り
不
良

走
行
中
エ
ン
ス

卜

エ
ア
コ
ン
不
作
動

初
爆
な
し

初
爆
あ
り

兀
爆
後
ェ
ン
ス

卜

丑011 (電源みアース回路） 八 八
圧カセンサ 〇 八 八 八 八 八 八
吸気温センサ 八 八

1水温センサ 八 〇 八 八 八 八 八 八 八 八
|スロットルセンサ 八 〇 八 〇
|フューエルポンプ 〇 〇 八 八 八 八 八 八 八 八
1プレッシャレギュレータ 〇 〇 八 〇 〇 〇 八 八 〇 八
|フユーエルインジエクタ 八 八 八 〇 〇 〇 〇 八 八 八 八 八

ィグナィタ 〇 八 八
1 10コィル 〇 八 八 八

スパークプラグ 〇 〇 〇 @ @ 〇 八
クランク角センサ 〇 〇 八

| 130バルブ 八 八 (〇) 〇 〇 八 八
〇2セノサ 八

吸気系（エア漏れ） 八
画 74=7 'ホし#、,上X- 八 〇単速セノサ
|クラッチ信号

八 八

電気負荷信号 八 八

エアコン信号 〇
ヒータブロア信号 八 〇

1丑〇从丁用已011不良 八 八 八
テストモードコネクタ、リードメモリコネクタを結合さ 
せたまま 八

エンジン〜ボディ間アース不良 八 八

アイドリング調整不良 〇 〇 〇 (〇) @ @ (〇)
スロットルワイヤ調整不良 @
バルブクリアランス不良 八 八 〇 八 八 八 八

1八83協調回路
〇 〇

く注記〉点検手順@4〇4八
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[9〕クリアメモリの手川頁

クリアメモリの手順

セレクトモニタを使用しない場合

(1)10 3墀

戈、

テストモード 
コネクタ 
(2極緑）

リードメモリ 
モードコネクタ 

(1極黒)

セレクトモニタ 
コネクタ

(9極黄)

(2) テストモードコネクタ、リードメモリコネクタ共

に結合

(3) 0チェック実施

〔5〕自己診断の項を参照

——〇Xコード

0.5 0. 5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

-トラブルコード22

1.2 0.31.2 0.2 0.2

0.3 0.3

(4) チェックエンジンランプが〇仄コードを出してい 

ることを確認

ぐ参考ン
〇チヱック実施後でも〇冗コードが出力されない 

でトラブルコードが出力されている場合には対 

応する個所の修理を行った後、再度クリアメモリ 

をやり直す。

(5) 10 5^〇辽严の状態でテストモードコネクタ、 

リードメモリコネクタ共に分離

セレクトモニタを使用する場合

(1)セレクトモニタをセットし、ファンクションモー

ドド0 0を選択.実行

(2)セレクトモニタの表示

卜^^〇^丫 0し！^?

氺〇：丫日3 1:N0

〇を入力する

⑶10 8界を〇卩卩すればクリアメモリ完了
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E[V10

クリアメモリの手順
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